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看護科学コース

基礎看護学講座

著 書

若村智子，深井喜代子・前田ひとみ監修 :生体リズム

とホメオスターシス．新生理学テキスト，南江堂，

2008 : 398-406．

若村智子，清水 勇・大石 正監修 :ヒトの生活を支

配する体内時計のリズムと健康．リズム生態学，東海

大学出版会，2008 : 206-222．

若村智子 : 生体リズムと健康，若村智子編．丸善出

版，2008 : 1-43，75-107，135-154．

菅 佐和子，十一元三，桜庭 繁 : 健康心理学［第 2

版］．東京 :丸善出版，2008 : 総頁数202．

原 著 論 文

Chikamori E, Sudo T, Masuda A, Muramatsu K, Yoneda

M, Wakamura T, Li Y, Tokura H, Oishi T : Black light as a

Zeitgeber for the circadian locomoter activity and body

temperature rhythms in hairless mice. Bull. Studies, 2008 ;

14-21.

Nakayama Y, Takegami M, Chin K, Sumi K, Nakamura T,

Takahashi K, Wakamura T, Horita S, Oka Y, Minami I,

Fukuhara S, Kadotani H : Sleep-Disorders breathing in the

usual lifestyle setting as detected with home monitoring in a

Japanese male working population. Sleep, 2008 ; 31 :

419-425.

齋藤ゆみ，笹山 哲，菅 佐和子，池本正生 : 色彩映

像の心理的効果―映像システムの併用による色彩映像

の感情刺激効果の検討―．日本補完代替医療学会誌，

2008 : 5 : 225-232．

総説・その他

真継和子，宮島朝子，相良二朗 :介護保険による住宅

改修に関する研究動向．京都大学医学部保健学科紀要

健康科学，2008 : 4 : 63-66．

真継和子，宮島朝子 :学生が捉えた倫理的課題と看護

者に求める倫理観．京都大学医学部保健学科紀要健康

科学，2008 : 4 : 339-44．

菅 佐和子 : ｢よい子」が問題になるとき―過剰適応と

不適応．児童心理，2008 : 886 : 2-11．

野本愼一 : ｢胸痛」．ナーシングカレッジ，2007 : 12 :

58-61．

講 演

菅 佐和子 : こころを満たすコミュニケーションのコ

ツ．なごや看護生涯学習公開講演会，2008.11，名古

屋．

菅 佐和子 : 思春期の「こころ」を理解するために―

対応のポイントを考える．岡山県青少年関係相談機

関・NPO・ボランティア団体等研修会，2008.11，岡

山．

学 会 発 表

Nishimura K, Takasu NN, Nitta A, Nishida H, Kondo M,

Wakamura T : Effect of daytime ylang-ylang inhalation

under din light on autonomic nervous system. 9th

International Congress on Physiological Anthropology,

2008.8, Netherlands.

Takasu N, Wakamura T, Oishi T, Yoneda M, Muramatsu

K, Komatsu K, Kondo M, Tokura H : Subjective tiredness,

wrist activity and sleep fragmentation score under the

influence of daytime low UV light radiation in humans.

Society for research on biological rhythms 11th biennial

meeting, 2008.6, USA.

角谷 寛，竹上未紗，芦田（中山）幸代，角 謙介，

中村敬哉，高橋憲一，堀田佐知子，岡 靖哲，南 一

成，若村智子，福原俊一，陳 和夫 :睡眠呼吸障害と

睡眠時間．日本睡眠学会第33回定期学術集会，2008.

6，福島．

若村智子，堀田佐知子，大井元晴 : 5年間継続する

CPAP 治療が血圧変動に及ぼす影響．日本睡眠学会第

33回定期学術集会，2008.6，福島．

陳 和夫，小賀 徹，高橋憲一，中村敬哉，角 謙

介，竹上未紗，芦田（中山）幸代，南 一成，堀田佐

知子，岡 靖哲，若村智子，福原俊一 :企業検診にお

ける睡眠呼吸障害，メタボリック症候群と睡眠時間と

の関連．日本睡眠学会第33回定期学術集会，2008.6，

福島．

堀田佐知子，若村智子，杉田淑子，村木久恵，佐々木

八千代，近田敬子，谷口充孝，大井元晴 : nCPAP 使

用前と 1週間後における患者の実態調査．日本睡眠学

会第33回定期学術集会，2008.6，福島．

玉田明子，前田智子，池田由紀，井上由記子，菅 佐

和子 :絵本の読み聞かせにおける母親語行動とその背

景およびパーソナリティに関する研究．日本ヒューマ

ン・ケア心理学会第10回大会，2008.9，京都．
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田中晴佳，福岡敦子，尾坂直昭，菅 佐和子 : アスペ

ルガー障害が疑われる児童への対応についての一考察

―学生ボランティアとして関わった事例を対象に．日

本ヒューマン・ケア心理学会第10回大会，2008.9，京

都．

福岡敦子，田中晴佳，尾坂直昭，菅 佐和子 : 通級学

級における学習障害 (LD) をもつ児童の集団適応支

援．日本ヒューマン・ケア心理学会第10回大会，

2008.9，京都．

佐野かおり，宮島朝子，立川麻紀，若村智子，堀田佐

知子，近田敬子 :一事例に見る定年退職前後の過ごし

方の変化．第34回日本看護研究学会学術集会，2008.

8．兵庫．

立川麻紀，宮島朝子，佐野かおり，若村智子，堀田佐

知子，近田敬子 :事例研究―定年退職前後の睡眠・覚

醒リズムの変化．第34回日本看護研究学会学術集会，

2008.8．兵庫．

住 京子，野本愼一，藤島真須美 : Coronary angio CT

により冠動脈狭窄が認められたアミロイドーシスの一

例．第105回日本循環器学会近畿地方会，2008.6，大

阪．

野本愼一，三谷智子 :災害医療に関する医療従事者意

識調査．第13回日本集団災害医学会総会，2008.2，茨

城県つくば市．

鈴木和代，宮島朝子 :入学直後の看護学生の健康観を

題材とした教育方法．第28回日本看護科学学会学術集

会，2008.12，福岡．

鈴木和代，宮島朝子 : 入学直後の看護学生の健康観

―KJ 法を用いたグループワーク演習．日本看護学教

育学会第18回学術集会，2008.8，つくば．

臨床看護学講座

著 書

巽 典之監修，赤澤千春，他 : 緊急対処ガイドブッ

ク．京都 : KINPODO，2008．

原 著 論 文

井村香積，高田直子，新井 龍，作田裕美，坂口桃

子 :基礎看護学実習Ⅱで体験した看護学生の思い―患

者とのコミュニケーションを通して―．滋賀医科大学

看護学ジャーナル，2008 ; 6(1) : 46-49．

高田直子，作田裕美，坂口桃子，佐伯行一，柏木厚

典 :滋賀医科大学医学部附属病院生活習慣病外来の活

動報告―運動療法指導における継続介入効果の検討

―．滋賀医科大学看護学ジャーナル，2008 ; 6(1) :

38-41．

今堀陽子，作田裕美，坂口桃子 :看護師の専門職的自

律性とメンタリング．日本看護研究学会雑誌，2008 ;

31(2) : 55-63．

佐藤美幸，作田裕美，坂口桃子 :女性の月経周期と体

内水分量に関する研究―生体インピーダンス法を用い

て―．滋賀医科大学看護学ジャーナル，2008 ; 6(1) :

63-66．

坂口桃子，作田裕美 :新卒看護師の早期離職と就労環

境．看護人材教育，2008 ; 5(4) : 125-130．

作田裕美，佐藤美幸，宮腰由紀子，片岡 健，坂口桃

子 :リンパ浮腫ケア「用手リンパドレナージ」の効果

検証．滋賀医科大学看護学ジャーナル，2008 ; 6(1) :

19-23．

作田裕美，坂口桃子 :救急部門に働く看護師のコンピ

テンシーの特徴―Spencer & Spencerの一般的コンピテ

ンシーとの比較から―．日本臨床救急医学会雑誌，

2008 ; 11(1) : 14-20．

作田裕美 :ナースが行うリンパ浮腫ケア―圧迫下での

運動療法―．看護技術，2008 ; 54(10) : 37-40．

作田裕美 :リンパ浮腫の基礎知識．がん看護，2008 ;

13(7) : 692-696．

作田裕美 :リンパ浮腫患者の現況と看護の課題．看護

技術，2008 ; 54(10) : 10-12．

作田裕美 :看護学研究と臨床実践のユニフィケーショ

ンがもたらす価値―リンパ浮腫外来開設を一例として

―．滋賀医科大学看護学ジャーナル，2008 ; 6(1) : 4-

8．

作田裕美 :質の高いリンパ浮腫ケアの提供に向けて．

看護技術，2008 ; 54(10) : 49-55．

Iwakura H, Ariyasu H, Kanamoto N, Hosoda K, Nakao K,

Kangawa K, Akamizu T : Establishment of a novel

neuroblastoma mouse model. Int J Oncol., 2008 ; 33(6) :

1195-9.

総説・その他

奥津文子，赤澤千春，星野明子 :女性の心と体の相談

室「リンパ浮腫セルフケア相談」における活動の現

状．京都大学医学部保健学科紀要，2008 ; 4 : 7-49．

赤澤千春，林 優子 : IBL (Inquiry Based Learning) 演

習法を活用した急性期成人看護学演習方法について．

京都大学医学部保健学科紀要，2008 ; 4 : 45-46．

作田裕美，坂口桃子 : 看護は専門職か．看護人材教

育，2008 ; 5(5) : 97-106．
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講 演

作田裕美 :看護における研究と実践の統合―リンパ浮

腫外来の試みから―．㈱アストラゼネカ，テレビシス

テムを使用した講演，2008.10，大阪．

作田裕美 :エビデンスに基づくリンパ浮腫ケアのすす

め方．日総研セミナー，2008.6，名古屋・東京．

作田裕美 : ユニフィケーションを活かした専門外来

（リンパ浮腫外来）．香川県看護協会，2008.8，香川．

作田裕美 :リンパ浮腫の病態理解に基づく複合的理学

療法の実際．テルモ㈱リンパ浮腫治療講習会，2008.

3，京都．

作田裕美 :リンパ浮腫の予防に対する患者教育，指導

に資する看護師研修．日本がん看護学会，2008.10，

東京．

作田裕美 :リンパ浮腫看護の展望―研究から実践へ．

日本対がん協会 がん臨床研究推進事業 研究成果発

表会，2008.10，愛媛．

作田裕美 :看護過程を用いたがん患者の看護実践．北

野病院，2008.10-12，大阪．

作田裕美 :看護師が行うリンパ浮腫ケア．日本看護研

究学会 東海地方会 第 1回セミナー，2008.1，名古

屋．

赤澤千春 : 技の探究Ⅰ―リンパ浮腫セルフケアマッ

サージ―．近畿地区看護研究学会，2008.12，京都．

学 会 発 表

西薗貞子，赤澤千春，林 優子，山本昌恵，西本康

世 : IBL (Inquiry Based Leaning) における効果的なグ

ループ編成の在り方の検討．第18回日本看護学教育学

会学術集会，2007.8，福岡．

赤澤千春，林 優子，西薗貞子，山本昌恵 : IBL (In-

quiry Based Leaning) と PBL (Problem Based Learning)

を併用したアクティブ・ラーニングの評価方法につい

て―ルーブリック（評価指標）の構築を目指して―．

第18回日本看護学教育学会学術集会，2007.8，福岡．

奥 朋子，増島麻里子，作田裕美，櫻井通恵，冨田英

津子 :リンパ浮腫ケアにおける現状の問題と課題．第

22回日本がん看護学会学術集会，2008．

作田裕美，坂口桃子，今堀智恵子，岩田聖子 :滋賀医

科大学医学部附属病院「リンパ浮腫外来」開設 3ヶ月

における患者のニーズ．第22回日本がん看護学会学術

集会，2008．

作田裕美，坂口桃子，佐藤美幸，宮腰由紀子，片岡

健 :乳がん術後リンパ浮腫患者におけるリンパ浮腫治

療開始前後の Self-efficacy 変化．第22回日本がん看護

学会学術集会，2008．

家族看護学講座

著 書

我部山キヨ子，大石時子編/著 : 助産師のためのフィ

ジカルイグザミネーション．医学書院，2008．

我部山キヨ子，武谷雄二編/著 : 助産学講座 1，基礎

助産学［1］．医学書院，2008．

我部山キヨ子，武谷雄二編 :助産学講座 2，基礎助産

学［2］．医学書院，2008．

我部山キヨ子，武谷雄二編 :助産学講座 3，基礎助産

学［3］．医学書院，2008．

我部山キヨ子，武谷雄二編 :助産学講座 4，基礎助産

学［4］．医学書院，2008．

系統看護学講座編 :系統別看護師国家試験問題解答と

解説2009年版．医学書院，2008．

菅沼信彦（単著) : 最新 生殖医療．名古屋 : 名古屋

大学出版会，2008 : pp 231．

谷口初美，他（翻訳) : カルペニート看護診断マニュ

アル 第 4 版．Lynda Carpenito-Moyet 編集，新道幸

恵監訳．東京 :医学書院，2008．

鈴木真知子，マール H. ミッシェル，筒井真優美編

集 : 看護理論20の理解と実践への応用．南江堂，

2008 : pp. 191-202．

原 著 論 文

Watanabe H, Fukuoka H, Sugiyama T, Ogasawara K,

Nagai, Yoshiike N : Dietary Folate intake during pregnancy

and birth weight in Japan. Eur J Nutr, 2008 ; 47 : 341-

347.

及川郁子，井伊久美子，上野桂子，乙坂佳代，倉田慶

子，島田珠美，鈴木真知子，政安静子，福島慎吾，野

中 博，宮谷 恵，山本美智代 :平成19年度厚生労働

省障害者保健福祉推進事業（障害者自立支援調査研究

プロジェクト）重症心身障害児・者への訪問看護ス

テーション業務基準を活用した発達支援モデル事業報

告書．全国訪問看護事業協会，2008．

若原靖典，安藤寿夫，菅沼信彦 :体外受精の採卵後の

感染症に関する検討．日本受精着床学会雑誌，2008 :

25 : 171-175．

勝田仁美，内田雅代，鈴木真知子，奈良間美保，二宮

啓子，宮内 環 :特別支援学校において医療的ケアを

業 績 リ ス ト
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実施する看護師の機能と専門性の明確化に関する研究

研究報告書．日本小児看護学会 すこやか親子21推進

事業委員会，2008．

勝田仁美，二宮啓子，宮内 環，奈良間美保，鈴木真

知子，内田雅代 :特別支援学校看護師のためのガイド

ライン．日本小児看護学会 すこやか親子21推進事業

委員会，2008．

菅沼信彦，亀田知美，宮家槙子，安藤智子，小川正

道 :ターナー女性における「性と生殖」に関する意識

調査．日本性科学会雑誌，2008 : 26 : 9-15．

千葉陽子，我部山キヨ子，菅 佐和子，金岡 緑 : 親

の養育態度に対する子どもの認知と子どもの家族間の

情緒的安定や生き方志向との関連―大学生への調査を

通して―．母性衛生，2008 : 49(2) : 366-373．

総説・その他

宮崎つた子，柳瀬 仁，我部山キヨ子 :施設入所高齢

者の日常生活満足度とその関連要因（第 1報)―利用

者の基礎属性からの検討―．健康科学，2008 : 5 : 61-

66．

宮崎つた子，柳瀬 仁，我部山キヨ子 :施設入所高齢

者の日常生活満足度とその関連要因（第 2報)―施設

入所高齢者とケア提供者との認識のズレからの検討

―．健康科学，2008 : 5 : 67-70．

菅沼信彦，亀田知美，宮家槙子 :過排卵刺激とならな

いクロミフェン投与法の工夫．臨床婦人科産科，

2008 : 62 : 272-275．

浅井康文，千葉陽子，児島盛之，鈴木三和，荒井尚

之，山本保博 :シリア・アラブ共和国への救急医療体

制支援．日本集団災害医学会誌，2008 : 13(2) : 198-

203．

渡邊浩子，高橋由紀，立岡弓子 :諸外国の研究報告の

なかのフリードマン曲線．助産雑誌，2008 : 62(2) :

552-559．

渡邊浩子，山口琴美，千葉陽子，柳吉桂子，谷口初

美，我部山キヨ子 :本学における短期大学専攻科から

大学選択課程への移行による助産診断・技術項目の到

達度の評価 : 臨床指導者からの評価．健康科学，

2008 : 5 : 55-59．

鈴木真知子 : NPPV（非侵襲的陽圧換気療法）のすべ

て JJN スペシャル 石川悠加編 書評．訪問看護と

介護，医学書院，2008 : 13(11) : pp. 961．

講 演

菅沼信彦 :産婦人科の立場から．シンポジウム「ター

ナー症候群 小児期から成人への Transition」，第 9回

ターナー症候群西日本ネットワーク，2008.2，大阪市．

菅沼信彦 :生殖補助医療の実際と現況．国立病院機構

名古屋医療センター平成19年度臨床研究センターセミ

ナー「がん患者に対する生殖補助医療」．2008.3，名

古屋市．

菅沼信彦 :生殖補助医療の最近の話題．平成20年度京

都母性衛生学会 特別講演，2008.10，京都市．

菅沼信彦 :男と女の間には…インターセックス∼30年

間の医学的自分史∼．第28回日本性科学会 会長講

演，2008.10，京都市．

菅沼信彦 : インターセックス∼外科的治療を通じて

「性」を考える．TTS ファミリー10周年記念講演会

特別講演，2008.12，名古屋市．

千葉陽子 :後輩へのメッセージ―国際活動の体験を通

して―．京都府看護学校連絡協議会研修会，2008.8，

京都市．

鈴木真知子 :医療的ケア支援のあり方について考える

∼地域支援活動，特別支援学校での調査結果から．

NPO 法人医療的ケアネット，2008，滋賀市．

鈴木真知子 :重症児と家族が安心して在宅療養に移行

していくには∼体制づくりと支援者の役割∼．平成20

年度「たんぽぽネットワーク（在宅療養支援の推進）」

全体会，京都府山城北保健所，2008，京都市．

鈴木真知子 :小児看護の基本的理解．小児訪問看護研

修会，全国訪問看護事業協会，2008，大阪市．

我部山キヨ子 :健やかに生き安らかに逝くための人生

の過ごし方．在宅ホスピスケア普及フォーラム，京都

府看護協会，2008.2，京都市．

我部山キヨ子 :看護および看護教育の動向．教員養成

講習会，京都府看護協会，2008.10，京都市．

我部山キヨ子 :助産診断．富山県看護協会，2008.11，

富山市．

我部山キヨ子 :お産に求められるケアを考える．日本

看護協会，2008.11．

我部山キヨ子 :助産診断・妊婦の健康診査，標準的保

健指導，産科医療機関等の助産師確保促進事業．京都

府看護協会，2008.12，京都市．

学 会 発 表

Chiba Y, Oguttu M : Gaps between maternity service and

record-keeping in the two district hospitals in Western

Kenya. 28th Triennial Congress of International
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Confederation of Midwives (ICM), 2008.6, Glasgow, UK.

Taniguchi H : Expatriate Japanese women’ s growth and

transformation through childbirth in Hawaii. The 8th

Thinking Qualitatively Workshop, 2008.6, Canada.

伊藤久美子，月僧厚子，我部山キヨ子 :上の子が出産

に立ち会った母親への産後 6ヶ月の意識調査（第 1

報)―上の子が出産に立ち会った母親の出産体験想起

―．第22回日本助産学会学術集会集録，2008 : 21

(3) : 158，神戸市．

亀田知美，山内 文，宮家槙子，清川加奈子，川口朝

兒，藤田敬之助，小川正道，菅沼信彦 :ターナー女性

における「性と生殖」に関する意識調査．第26回日本

受精着床学会，2008.8，福岡市．

宮家槙子，山内 文，亀田知美，清川加奈子，濱口元

洋，菅沼信彦 :血液腫瘍性疾患患者における生殖補助

医療に対する認識ならびに意識の解析．第26回日本受

精着床学会，2008.8，福岡市．

月僧厚子，伊藤久美子，我部山キヨ子 :上の子が出産

に立ち会った母親への産後 6ヶ月の意識調査（第 2

報)―上の子が出産に立ち会った母親の育児への思い

と子どもの行動傾向―．第22回日本助産学会学術集会

集録，2008 : 21(3) : 159，神戸市．

今野佳絵，茆原弘光，松本桃代，渡邊浩子，福岡秀

興，小笠原加代子，永井 泰 :妊婦の体重増加量と新

生児の体格・栄養素等摂取状況との関連．第49回日本

母性衛生学会，2008.10，浦安市．

山口琴美，我部山キヨ子 :不妊治療に関わる医療従事

者が考える妊産褥婦とそのパートナーのニーズとケア

の特性．第28回日本看護科学学会講演集，2008 : 216，

福岡市．

山内 文，宮家槙子，亀田知美，清川加奈子，菅沼信

彦 :就業施設による助産師偏在化の原因究明．第60回

日本産科婦人科学会，2008.4，横浜市．

森 千春，和泉美枝，山口琴美，千葉陽子，渡邊浩

子，柳吉桂子，我部山キヨ子 :不妊治療後妊産褥婦と

パートナーに対する周産期ケアに関する研究（第 1

報)―看護職者の認識―．第49回日本母性衛生学会学

術集会，2008.11，浦安市．

森 千春，和泉美枝，山口琴美，千葉陽子，渡邊浩

子，柳吉桂子，我部山キヨ子 :不妊治療後妊産褥婦と

パートナーに対する周産期ケアに関する研究（第 2

報)―看護職者の教育とケアの方向性―．第49回日本

母性衛生学会学術集会，2008.11，浦安市．

清川加奈子，山内 文，宮家槙子，亀田知美，前田尚

子，堀部敬三，菅沼信彦 :小児血液腫瘍性疾患患者な

らびにその家族における生殖補助医療に対する認識．

調査．第24回日本小児がん学会，2008.11，千葉市．

清川加奈子，宮家槙子，山内 文，亀田知美，菅沼信

彦 :血液腫瘍性疾患患者に対する生殖補助医療サポー

トシステムの構築．第60回日本産科婦人科学会，

2008.4，横浜市．

千葉陽子，我部山キヨ子 :助産学実習における教育機

関別の学生の臨床技術経験・見学回数と到達度自己評

価との関連性．第22回日本助産学会学術集会，2008.

3，神戸市．

中島良子，井田真理恵，菅沼信彦 :今，男性助産師問

題を考える．平成20年度京都母性衛生学会．2008.10，

京都市．

鈴木真知子 :長期入院児の在宅移行支援が困難な事例

へのコンサルティングの活用．第18回日本小児看護学

会，2008，名古屋市．

和泉美枝，森 千春，山口琴美，千葉陽子，渡邊浩

子，柳吉桂子，我部山キヨ子 :超音波検査経験年数に

よる助産師の認識と望む教育体制．第17回京都母性衛

生学会学術講演会．2008.10，京都市．

和泉美枝，森 千春，山口琴美，千葉陽子，渡邊浩

子，柳吉桂子，我部山キヨ子 :超音波診断に関する実

態と助産師の認識調査．第49回日本母性衛生学会学術

集会，2008.11，浦安市．

地域看護学講座

原 著 論 文

Kubota M, Koshinaka K, Kawata Y, Koike T, Oshida Y :

Effects of continuous low-carbohydrate diet after long-term

exercise on GLUT-4 protein content in rat skeletal muscle.

Hormone and Metabolic Research, 2008 ; 40(1) : 24-28.

Li P, Koike T, Qin B, Kubota M, Kawata Y, Jia YJ, Oshida

Y : A High-fructose Diet Impairs Akt and PKCzeta

Phosphorylation and GLUT4 Translocation in Rat Skeletal

Muscle. Hormone and Metabolic Research, 2008 ; 40(8) :

528-532.

奥津文子，赤澤千春，星野明子 :女性のこころと身体

の相談室『リンパ浮腫セルフケア相談』における活動

の現状．健康科学，2008 : 4 : 45-46．

久保田正和，木下彩栄 : IT 利用が在宅介護者の介護

ストレスに与える影響．癌と化学療法，2008 : 35

(1) : 46-47．
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桂 敏樹，星野明子，臼井香苗，山本昌恵，稲垣紀

子，音無大武，小野奈津子，公文しおり，田中祐未，

成川由希子 :商店街を拠点としたポピュレーション・

ストラテジーによる健康増進活動―介護予防，メタボ

リックシンドローム予防等を目的とした商店連盟や住

民自治会との連携による出前“すこやか健康講座”．

健康科学，3008 : 4 : 55-58．

植村健吾，安藤功一，久保田正和，木下彩栄 : γ セク

レターゼとシナプス機能．Cognition and Dementia,

2008 ; 7(1) : 46-54.

星野明子，桂 敏樹，山本昌恵，辻本晶子 :商店街を

拠点とした健康で安心安全な街づくりの実践―｢健康

をサポートする商店街」を目指した古川町商店街振興

組合との協働．健康科学，2008 : 4 : 59-61．

保利美也子，久保田正和，木下彩栄 : スカイプと

Web カメラを使用した在宅認知症患者とその介護者

への支援．癌と化学療法，2008 : 35(1) : 43-45．

講 演

桂 敏樹，星野明子 :東近江市すこやか健康講座『健

やかに老いる』．東近江市宮荘，2008.6．

桂 敏樹 :京都市伏見区醍醐地区シニアいきいきライ

フ健康講座『転倒・骨折予防』．京都市伏見区社会福

祉協議会，2008.9．

木 下 彩 栄，鈴 木 利 治 : Regulated Intramembrane

Proteloysis 日本神経科学大会 ワークショップ主催．

2008.7．

木下彩栄 : 京田辺保健所主催 大住が丘いきいき会

健康科学講演会 特別講演．2008.7．

学 会 発 表

Akiko Hoshino, Toshiki Katsura : Creating A Healthy,

Secure, Safe Town Based Around A Shopping

Center―Collaboration Of “Sukoyaka Salon” In A Vacant

Store And Other Organizations. 11th Asian Congress of

Agricultural Medicine and Rural Health, 2008.

Natsuko Ono, Akiko Hoshino, Toshiki Katsura, Kanae

Usui : How young girls develop the habit of smoking. 7th

Annual Conference of the International Society for the

Prevention of Tobacco Induced Diseases, 2008.

Uemura K, Ando K, Aoyagi N, Shimohama S, Takahashi

R, Kinoshita A : N-cadherin-based adhesion enhances

Abeta release and decreases Abeta42/40 ratio. 11th

International Congress of Alzheimer’ s Disease, 2008.7,

USA.

Yuki Kawata, Teruhiko Koike, Masakazu Kubota, Yanjyun

Jia, Ping Li, Yoshiaru Oshida : In vivo regulation of glucose

uptake in denervated rat skeletal muscle. 7th World

Congress on Aging and Physical Activity, 2008.7, Tsukuba.

安藤功一，久保田正和，青柳信寿，猪原匡史，植村健

吾，川又 純，高橋良輔，木下彩栄 :アルツハイマー

病における N-カドへリン関連蛋白質の解析．第31回

日本神経科学大会，2008.7，東京．

安藤功一，植村健吾，木下彩栄 :アルツハイマー病に

おけるシナプス障害の検討．第 6回神経科学研究会，

2008.9，東京．

安藤功一，浅田めぐみ，植村健吾，秋山治彦，下浜

俊，高橋良輔，木下彩栄 :アルツハイマー病における

N-カドヘリン関連タンパク質の解析．日本分子生物

学会総会 BMB2008，2008.12，神戸．

奥津文子，星野明子，臼井香苗，桂 敏樹 :リンパ浮

腫のセルフケア実施状況に影響する要因の検討．第 5

回 MLAJ 学術大会，2008，横浜市．

久保田正和，木下彩栄 : IT 利用が在宅介護者の介護

ストレスに与える影響（第 1報）．第19回日本在宅医

療学会学術集会，2008.7，千葉．

久保田正和，木下彩栄 :在宅介護者における介護ブロ

グと介護ストレスの関係．第19回日本老年医学会近畿

地方会，2008.11，京都．

桂 敏樹，星野明子，臼井香苗，小野奈津子 :都市部

人口空洞化地域における高齢者健康支援アクションプ

ランの評価（2）．第67回日本公衆衛生学会，2008，福

岡市．

江口恭子，木下彩栄 :肺炎を発症して入院した高齢者

に関する調査―認知症の有無に着目して―．第 9回認

知症ケア学会，2008.9，高松．

小野奈津子，星野明子，桂 敏樹 :若年女性の喫煙が

習慣化するプロセスと非喫煙者が継続するプロセス．

第67回日本公衆衛生学会，2008，福岡市．

植村健吾，青柳信寿，安藤功一，浅田めぐみ，下浜

俊，高橋良輔，木下彩栄 : N-カドヘリンのプレセニ

リン・γ セクレターゼ機能に与える影響．第49回日本

神経学会総会，2008.5，横浜．

星野明子，奥津文子，臼井香苗，桂 敏樹 :リンパ浮

腫患者のためのグループ化支援．第 5回 MLAJ 学術

大会，2008，横浜市．

星野明子，桂 敏樹，臼井香苗，小野奈津子 :都市部

人口空洞化地域における高齢者健康支援アクションプ

健康科学 第 6巻 2009年

― 84 ―



ランの評価（1）．第67回日本公衆衛生学会，2008，福

岡市．

青柳信寿，植村健吾，木下彩栄，下浜 俊，高橋良

輔 : PI3 キナーゼ系はプレセニリン 1のユビキチン化

を調節し局在を変化させる．第49回日本神経学会総

会，2008.5，横浜．

浅田めぐみ，植村健吾，前迫正人，久保田正和，下浜

俊，高橋良輔，木下彩栄 : APP ダイマー化に対する

N-カドヘリンの影響．第31回日本分子生物学会年会，

2008.12，神戸．

前迫真人，植村健吾，浅田めぐみ，安藤功一，中村昌

平，池内 健，久保田正和，木下彩栄 : アルツハイ

マー病におけるインスリン受容体関連蛋白質の解析．

第31回日本分子生物学会年会，2008.12，神戸．

田中裕未，星野明子，桂 敏樹 :大学生の予防的保健

行動の実行に影響する要因．第67回日本公衆衛生学

会，2008，福岡市．

日吉和子，カール･ベッカー，木下彩栄 : 高齢者介護

における精神的問題．日本衛生学会，2008.3，熊本．

日吉和子，カール･ベッカー，木下彩栄 : 在宅介護に

おける介護者のバーンアウトと要介護者老人の BPSD

との関連．第19回日本老年医学会近畿地方会，2008.

11，京都．

保利美也子，久保田正和，木下彩栄 : スカイプと

Web カメラを使用した在宅認知症患者とその介護者

への支援．第19回日本在宅医療学会学術集会，2008.

7，千葉．

保利美也子，久保田正和，木原武士，高橋良輔，木下

彩栄 :スカイプを用いた在宅認知症患者とその家族へ

の支援システムの有効性．第19回日本老年医学会近畿

地方会，2008.11，京都．

本田 誠，遠井紀江，南 一成，和田圭樹，植村健

吾，木下彩栄，高橋良輔，饗庭一博，中辻憲夫 :ヒト

ES 細胞由来神経細胞を用いたアルツハイマー病モデ

ル細胞．第31回日本分子生物学会年会，2008.12，神

戸．

検査技術科学コース

著 書

斉藤邦明 :健康食品ポケットマニュアル．健康食品管

理士認定協会，2008．

足立壮一 : 骨髄異形成症候群 (MDS) について

BLOOD MASTER―血液疾患症例に学ぶ―．イン

ターメディカ，2008．

山中康成，足立壮一 : ｢病児保育室の活動状況」京都

大学女性研究者支援センター編．京都大学男女共同参

画への挑戦，明石書店，2008．

松浦ひろみ，足立壮一 : ｢小児科血液心理外来」．伊藤

良子編［現代のエスプリ］別冊・臨床心理面接研究セ

ミナー，至文堂，2006．

石田哲士，中泉明彦 : 粘液性嚢胞腫瘍 (MCN) 超音

波/超音波内視鏡，大友 邦，木村 理編集，見て診

て学ぶ膵腫瘍の画像診断．大阪市 :永井書店，2009 :

105-112．

原 著 論 文

Kimura A, Sakurai T, Tanaka Y, Hozumi I, Takahashi K,

Takemura M, Saito K, Seishima M, Inuzuka T : Proteomic

analysis of autoantibodies in neuropsychiatric systemic

lupus erythematosus patient with white matter hyperin-

tensities on brain MRI. Lupus, 2008 ; 17(1) : 16-20.

Shinohe R, Sato M, Takemura M, Shimizu K, Koishi H,

Tanaka R, Saito K, Seishima M : Cytokine profiles in mice

with arthritis induced by anti-type II collagen monoclonal

antibody plus lipopolysaccharide. JPn J Clin Chem, 2008 ;

37(1) : 53-62.

Taguchi A, Hara A, Saito K, Hoshi M, Niwa M, Seishima

M, Mori H : Localization and spatiotemporal expression of

IDO following transient forebrain ischemia in gerbils.

Brain Res, 2008 ; 1217 : 78-85.

Chousa M, Ito H, Saito K, Takahashi K, Takemura M,

Takahashi T, Tomita E, Seishima M : The measurement of

serum ceruloplasmin is useful for diagnostic differentiation

of immune thrombocytopenic purpura. Clin Chim Acta,

2008 ; 389 : 132-138.

Ito H, Ando K, Ishikawa T, Nakayama T, Taniguchi M,

Saito K, Imawari M, Moriwaki H, Yokochi T, Kakumu S,

Seishima M : Role of Valpha14 ＋ NKT cells in the

development of Hepatitis B virus-specific CTL : activation

of Valpha14＋ NKT cells promotes the breakage of CTL
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2008.5，福岡．

井上拓也，建内宏重，池添冬芽，坪山直生，市橋則

明 :高齢者の下肢筋量と運動機能の関連性．第43回日

本理学療法学術大会，2008.5，福岡．
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市橋則明，池添冬芽，大畑光司，建内宏重，坪山直

生 :体幹筋筋厚の加齢変化 加齢による低下率の大き

い体幹筋は何か？ 第43回日本理学療法学術大会，

2008.5，福岡．

南角 学，神先秀人，坪山直生，中村孝志 :転倒時に

おける膝関節屈曲による防御反応と衝撃力の関連性．

第43回日本理学療法学術大会，2008.5，福岡．

大畑光司，坪山直生，春田大志，市橋則明，中村孝

志 :脳性麻痺児における筋厚の成長についての横断的

研究．第43回日本理学療法学術大会，2008.5，福岡．

矢野生子，大畑光司，永井宏達，橋本千恵子，橋本周

三，坪山直生 :成人脳性麻痺者における中殿筋・内転

筋筋厚の測定および筋緊張・関節可動域との関係．第

43回日本理学療法学術大会，2008.5，福岡．

南 哲，大畑光司，中 徹，張 知恵，吉川麻衣

子，坪山直生 :成人脳性麻痺者の胸郭の動態について

超音波画像診断装置を用いた肋間距離からの検討．第

43回日本理学療法学術大会，2008.5，福岡．

木原健二，大畑光司，春田大志，生友明代，薮内芳

奈，坪山直生 :重度脳性麻痺者の音響的骨評価値測定

における信頼性の検討．第43回日本理学療法学術大

会，2008.5，福岡．

福元喜啓，大畑光司，坪山直生，真多俊博，市橋則

明 :人工股関節全置換術後の立ち上がり動作所要時間

に影響を与える因子．第20回日本運動器リハビリテー

ション学会，2008.7，東京．

太田 恵，坪山直生，市橋則明 :整形外科疾患患者に

対する体重免荷トレッドミル歩行トレーニングの即時

効果．第20回日本運動器リハビリテーション学会，

2008.7，東京．

仲俣岳晴，保坂泰介，坪山直生，戸口田淳也，中山富

貴，中村孝志 :大腿骨遠位部骨腫瘍に対する非蝶番型

人工膝関節の使用経験．第41回日本整形外科学会骨軟

部腫瘍学術集会，2008.7，浜松．

中山富貴，坪山直生，戸口田淳也，仲俣岳晴，中村孝

志 :多発骨転移を生じた粘液型脂肪肉腫の 3例．第41

回日本整形外科学会骨軟部腫瘍学術集会，2008.7，浜

松．

森本 剛，雛田知子，足立由起，長尾能雅，坪山直

生 :新たに開発した病棟リスクスコアに基づいた院内

転倒・転落対策とその有効性の評価．転倒予防医学研

究会第 5回研究集会，2008.10，東京．

永井宏達，井上拓也，山田陽介，太田 恵，小栢進

也，佐久間香，塚越 累，福元喜啓，今野亜希子，建

内宏重，池添冬芽，市橋則明，坪山直生 :足趾に着目

したトレーニングが高齢者の運動機能に及ぼす影響―

安全に実施できる非監視型トレーニングの効果―．第

10回日本骨粗鬆症学会，2008.10，大阪．

坪山直生 : 骨粗鬆症教育セミナー「運動と骨代謝」．

第10回日本骨粗鬆症学会，2008.10，大阪．

福元喜啓，池添冬芽，坪山直生，市橋則明 :高齢者に

おける運動機能と股，膝関節筋力との関連．第63回日

本体力医学会大会，2008.9，大分．

竹岡 亨，大畑光司，坪山直生，市橋則明 :高齢者の

脊椎アライメントと運動機能の関連性．第63回日本体

力医学会大会，2008.9，大分．

和田 治，立松典篤，建内宏重，伊藤浩充，市橋則

明 :股関節内旋可動域が片脚着地動作時の下肢アライ

メントと筋活動に及ぼす影響．第63回日本体力医学会

大会，2008.9，大分．

永井宏達，建内宏重，井上拓也，池添冬芽，市橋則

明，坪山直生 :高齢者の運動機能と歩行立脚期の各相

割合および足圧分布との関連性．第63回日本体力医学

会大会，2008.9，大分．

佐久間 香，池添冬芽，大畑光司，塚越 累，市橋則

明 :着地動作時における下肢アライメント改善のため

の指示の有無が下肢筋筋活動に与える影響．第63回日

本体力医学会大会，2008.9，大分．

市橋則明，太田 恵，池添冬芽，建内宏重，坪山直

生 : 体幹筋および股関節周囲筋筋厚の加齢による変

化．第63回日本体力医学会大会，2008.9，大分．

井上拓也，池添冬芽，永井宏達，坪山直生，市橋則

明 :後期高齢女性の骨強度と下肢身体組成，下肢筋力

および移動能力との関連．第63回日本体力医学会大

会，2008.9，大分．

池添冬芽，市橋則明，佐久間 香，福元喜啓 : 大腿直

筋伸張時の筋硬度および筋厚の変化について．第63回

日本体力医学会大会，2008.9，大分．

池添冬芽，市橋則明，西岡弘晶 :加齢による上下肢筋

の筋力低下および筋萎縮と日常生活動作能力との関連

について．第50回日本老年医学会学術集会，2008.6，

千葉．

池添冬芽，浅川康吉，島 浩人，市橋則明 :若年者と

高齢者における二重課題に対する対応能力の違いにつ

いて．第43回日本理学療法学術大会，2008.5，福岡．

建内宏重，市橋則明 :足圧中心位置の段階的調節能力
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が立位姿勢制御に与える影響．第43回日本理学療法学

術大会，2008.5，福岡．

岩下篤司，吉川卓志，北村哲郎，市橋則明 : ノル

ディックハムストリングスエクササイズにおける下肢

筋の筋活動．第43回日本理学療法学術大会，2008.5，

福岡．

佐久間 香，赤堀強志，大畑光司，市橋則明 : ステッ

プダウン時の knee-in と下肢筋筋活動との関係．第43

回日本理学療法学術大会，2008.5，福岡．

宮坂淳介，市橋則明，建内宏重，森 公彦，西村

純，中村孝志 :バランスボード上でのスクワット動作

における下肢筋活動量の筋電図学的検討．第43回日本

理学療法学術大会，2008.5，福岡．

太田 恵，建内宏重，井上拓也，永井宏達，森 由

隆，市橋則明 :外乱刺激に対する予測の有無が体幹筋

に与える影響．第43回日本理学療法学術大会，2008.

5，福岡．

岩田幸恵，建内宏重，市橋則明 :ブリッジ運動におけ

る膝および股関節負荷の検討．第43回日本理学療法学

術大会，2008.5，福岡．

森 公彦，建内宏重，市橋則明，脇田正徳，金 光

浩，水家健太郎，柴田斉子 :人工膝関節置換術後患者

におけるトレーニング施行前後の歩行パターンの即時

的変化 下肢協調性改善を目的としたトレーニングの

効果．第43回日本理学療法学術大会，2008.5，福岡．

小栢進也，建内宏重，佐久間 香，市橋則明 : toe-in

および toe-out 歩行の筋電図学的解析．第43回日本理

学療法学術大会，2008.5，福岡．

西村 純，市橋則明，南角 学，中村孝志 :スポーツ

選手に対するジャンプトレーニングが下肢運動機能に

及ぼす影響．第43回日本理学療法学術大会，2008.5，

福岡．

塚越 累，大畑光司，江口 悟，長島健斗，伊藤隆

治，奥村秀雄，市橋則明 :人工股関節置換術患者に対

する術後早期ステップトレーニングの効果．第43回日

本理学療法学術大会，2008.5，福岡．

南角 学，市橋則明，柿木良介，三戸由美子，川那辺

圭一，中村孝志 :人工股関節置換術術前・術後におけ

る腰痛症状の変化の定量的評価 Flexion Relaxation

Phenomenonの筋電図学的分析．理学療法学，2008 :

35 : 74．

田中武一，岡本 敦，岩田幸恵，後藤総介，市橋則

明 :スクワット時の免荷が下肢筋に与える影響 免荷

方法の違いによる筋電図学的分析．第43回日本理学療

法学術大会，2008.5，福岡．

池添冬芽，浅川康吉，島 浩人，市橋則明 :不安定板

上での立位姿勢制御の加齢変化 指標の有無による違

い．第43回日本理学療法学術大会，2008.5，福岡．

佐久間 香，池添冬芽，小栢進也，塚越 累，福元喜

啓，森 由隆，市橋則明 :片脚立位保持における立脚

側股関節内外旋が下肢筋の筋活動に及ぼす影響．第18

回京都府理学療法士学会，2008.1，京都．

和田 治，建内宏重，太田 恵，池添冬芽，市橋則

明 : 腹筋群筋厚が立位時の骨盤傾斜角度に与える影

響．第48回近畿理学療法学術大会，2008.11，大阪．

井上拓也，池添冬芽，永井宏達，田中武一，木村みさ

か，坪山直生，市橋則明 :加齢による下肢身体組成の

変化―多周波数生体電気インピーダンス法を用いた測

定―．第48回近畿理学療法学術大会，2008.11，大阪．

小栢進也，池添冬芽，曽田直樹，木村みさか，市橋則

明 :不安定板上での立位バランス練習における短期学

習効果の検討―若年者と高齢者の違い―．第48回近畿

理学療法学術大会，2008.11，大阪．

塚越 累，建内宏重，福元喜啓，奥村秀雄，市橋則

明 :変形性股関節症患者の歩行能力に影響を及ぼす因

子．第48回近畿理学療法学術大会，2008.11，大阪．

福元喜啓，大畑光司，塚越 累，木村みさか，真多俊

博，市橋則明 :人工股関節全置換術後患者における下

肢筋力の回復過程―健常者との比較―．第48回近畿理

学療法学術大会，2008.11，大阪．

佐久間 香，大畑光司，南角 学，安井 匡，市橋則

明 :油圧制動足継ぎ手付き短下肢装具の装着が歩行時

菌活動に与える影響について．第48回近畿理学療法学

術大会，2008.11，大阪．

竹岡 亨，永井宏達，建内宏重，坪山直生，市橋則

明 :高齢者の脊椎アライメントと重心位置および重心

動揺との関連性．第48回近畿理学療法学術大会，

2008.11，大阪．

塚越 累，建内宏重，佐久間 香，市橋則明 : 片脚着

地動作時の下肢筋活動様式および膝関節外反角度との

関係．第20回バイオメカニクス学会，2008.9，仙台．

曽田直樹，大畑光司，太田 恵，市橋則明 :整形外科

疾患患者に対する体重免荷トレッドミル歩行トレーニ

ングが歩容に与える影響．第20回バイオメカニクス学

会，2008.9，仙台．

田中武一，太田 恵，深澤友勝，市橋則明 :大腿直筋
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の筋厚および羽状角と膝屈曲角度の関係．第20回バイ

オメカニクス学会，2008.9，仙台．

建内宏重，市橋則明 :股関節の可動性および股周囲筋

筋厚と立位アライメントとの関連性．第20回バイオメ

カニクス学会，2008.9，仙台．

大畑光司，市橋則明，佐久間 香，南角 学 : 立脚中

期の底屈筋活動と立脚後期の底屈トルクとの関係．第

20回バイオメカニクス学会，2008.9，仙台．

曽田直樹，池添冬芽，建内宏重，太田 恵，小栢進

也，市橋則明 :若年女性のバランス能力と股関節周囲

筋筋厚および筋力との関連性．第35回日本股関節学

会，2008.12，大阪．

Kuroki H, Nakagawa Y, Mori K, Kobayashi M, Nakamura

S, Nishitani K, Shirai T, Nakamura T : Evaluation of

Patellar Cartilage after Autologous Osteochondral Grafting

for Knee Trochrea : A Comparison of Macroscopic and

Histological Findings and Ultrasound Properties among

Three Experimental Models. The 13th ESSKA, 2008.5,

Portugal.

Kobayashi M, Nakagawa Y, Nakamura S, Nishitani K,

Shirai T, Kuroki H, Nakamura T : Osteochondral

Autogenous transfer for an early stage of knee osteoarthritis.

The 13th ESSKA, May 24, 2008.5, Portugal.

Oka T, Kuroki H, Furukawa T, Takeuchi Y, Torii Y,

Akiyama N : Functional recovery after autologous

osteochondral transplantation : comparison between the

groups under and over 40 years old. The 10th

International Congress of the Asian Confederation for

Physical Therapy, 2008.8, Makuhari.

Takeuchi Y, Kuroki H, Nakagawa Y, Kobayashi M, Hoda

N, Oka T, Yamaguchi S, Torii Y : Site-specific features and

age-related changes of articular cartilage. The 10th

International Congress of the Asian Confederation for

Physical Therapy, 2008.8, Makuhari.

Torii Y, Kuroki H, Takeuchi Y, Oka T, Yamaguchi S,

Hoda N, Kobayashi M, Nakagawa Y : Effect of non-weight-

bearing on articular cartilage of knees in a rabbit model.

The 10th International Congress of the Asian Confed-

eration for Physical Therapy, 2008.8, Makuhari.

Kuroki H, Takeuchi Y, Torii Y, Oka T, Yamaguchi S,

Hoda N, Kobayashi M, Nakagawa Y : Effect of non-weight-

bearing on body weight and range of motion after knee

surgery : observation using a rabbit model. The 10th

International Congress of the Asian Confederation for

Physical Therapy, 2008.8, Makuhari.

Kuroki H, Nakagawa Y, Mori K, Kobayashi M, Nakamura

S, Nishitani K, Shirai T, Nakamura T : Ultrasound

properties of articular cartilage in patellofemoral joint in

knee osteoarthritis : difference between the ICRS grade-0

and grade-1. The 2008 World Congress on Osteoarthritis,

2008.9, Italy.

Nishitani K, Kobayashi M, Mori K, Kuroki H, Shirai T,

Nakagawa Y, Nakamura T : DETECTION OF THE

EARLY CHANGE OF THE CARTILAGE DEGEN-

ERATIONWITH FTIR AND ULTRASOUND EVALU-

ATION. The 2008 World Congress on Osteoarthritis,

2008.9, Italy.

小林雅彦，中川泰彰，中村伸一郎，西谷江平，白井孝

昭，黒木裕士，中村孝志 :初期変形性膝関節症に対す

る骨軟骨移植術．第34回日本関節鏡学会学術集会，

2008.6，東京都．

西谷江平，小林雅彦，中川泰彰，森 浩二，黒木裕

士，白井孝昭，中村孝志 : FTIR を用いたヒト関節軟

骨の生化学マッピング．第21回軟骨代謝学会，2008.

3，京都市．

黒木裕士，岡 徹，竹内友季子，森 浩二，小林雅

彦，中川泰彰 :重度内側型変形性膝関節症例の関節軟

骨の超音波硬度指標と理学療法．第43回日本理学療法

学術大会，2008.5，福岡市．

竹内友季子，黒木裕士，法田奈津子，山口将希，岡

徹，森 浩二，中川泰彰 :家兎膝関節軟骨における加

齢変化と超音波による定量評価指標の検証．第43回日

本理学療法学術大会，2008.5，福岡市．

岡 徹，黒木裕士，水野泰行，古川泰三，中川泰

彰 :骨軟骨移植術前後における膝機能と QOL の短期

経過．第43回日本理学療法学術大会，2008.5，福岡

市．

法田奈津子，黒木裕士，竹内友季子，桑原 郁，山口

将希，岡 徹，小林雅彦，中川泰彰 :家兎膝関節軟

骨の加齢変化は部位によって違う．第43回日本理学療

法学術大会，2008.5，福岡市．

岡 徹，黒木裕士，水野泰行，古川泰三，中川泰

彰 :膝離断性骨軟骨炎に対する骨軟骨移植術後の膝機

能― 4症例の短期経過―．第33回日本膝関節学会学術

集会，2008.6，東京都．

黒木裕士 :地域理学療法学．京都大学オープンコース

ウェア総長懇談会．2008.6，京都市．
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岡 徹，黒木裕士，古川泰三，水野泰行，中川泰

彰 :膝関節骨・軟骨疾患に対する骨軟骨移植術後の膝

機能―術後 1年間の経時的変化．第20回日本運動器リ

ハビリテーション学会，2008.7，東京都．

黒木裕士，中川泰彰，森 浩二，小林雅彦，西谷江

平，白井孝昭，中村伸一郎，中村孝志 :超音波硬度指

標は関節軟骨様組織表層の脆弱性を検出しその劣化を

予見できるか．第23回日本整形外科学会基礎学術集

会，2008.10，京都市．

岡 徹，黒木裕士，秋山奈菜子，水野泰行，古川泰

三，中川泰彰 :内側膝蓋大腿靭帯再建術後の理学療法

の経験．第48回近畿理学療法学術大会，2008.11，大

阪市．

岡 徹，黒木裕士，秋山奈菜子，長谷川 聡，古川

泰三，水野泰行 : 少年野球選手に対するメディカル

チェックを実施して―スポーツ障害の予防と啓蒙活動

―．第19回京都府理学療法士学会，2008.12，京都市．

Komada M, Saitsu H, Kinboshi M, Miura T, Shiota K,

Ishibashi M : Hedgehog signalling is involved in

development of the mammalian neocortex. 日本発生生

物学会，2008，徳島．

Komada M, Saitsu H, Kinboshi M, Miura T, Shiota K,

Ishibashi M : Hedgehog signalling is involved in

development of the mammalian neocortex. European

Society for Evolutionary Developmental Biology Ghent,

2008, Belgium.

三浦 岳，石橋 誠，塩田浩平 :鳥類肺の発生におけ

る近遠位マーカーの発現．日本解剖学会，2009，岡

山．

趙 蘭英，才津浩智，塩田浩平，石橋 誠 : Smo

conditional knockout マウスにおける眼の発生異常メカ

ニズムの解析．日本解剖学会，2009，岡山．

玉木 彰，大島洋平，解良武士，越久仁敬 :ペダリン

グ運動における運動―呼吸同調現象と肺機能の関係．

第43回日本理学療法学術大会，2008.5，福岡．

長谷川 聡，新宮信之，高木 彩，三戸由美子，藤田

容子，西川 徹，伊藤太祐，玉木 彰，園部 誠，中

村孝志 :肺切除術における皮膚切開長および切除領域

が術後経過に及ぼす影響．第43回日本理学療法学術大

会，2008.5，福岡．

高木 彩，長谷川 聡，新宮信之，南角 学，藤田容

子，西川 徹，伊藤太祐，玉木 彰，渡辺 剛，中村

孝志 :食道癌術後における肺合併症に影響を及ぼす因

子の検討．第43回日本理学療法学術大会，2008.5，福岡．

大島洋平，玉木 彰，解良武士，越久仁敬 :運動―呼

吸同調システムを用いた低強度ペダリング運動におけ

る呼吸パターンの変化 一回換気量に着目して．第43

回日本理学療法学術大会，2008.5，福岡．

解良武士，玉木 彰，大島洋平 :低強度での呼吸運動

同調現象誘発が呼吸運動出力へ与える影響．第43回日

本理学療法学術大会，2008.5，福岡．

新宮信之，長谷川 聡，高木 彩，藤田容子，三戸由

美子，西川 徹，南角 学，玉木 彰，園部 誠，中

村孝志 :肺癌外科術後患者における喫煙歴が周術期の

呼吸機能および運動耐容能に与える影響．第43回日本

理学療法学術大会，2008.5，福岡．

永渕輝佳，立山真治，永冨孝幸，生友尚志，玉木

彰，山田真一，米田 稔，前田 香，綾田裕子 :バン

カート修復後の固定期間短縮による可動域の経時的変

化．第43回日本理学療法学術大会，2008.5，福岡．

宮本俊明，丸岡 満，森本和彦，岡本 敦，馬場綾

子，玉木 彰，池添冬芽 :パーキンソン症候群の方向

転換運動に外的 cue が与える影響．第43回日本理学療

法学術大会，2008.5，福岡．

大島洋平，玉木 彰，越久仁敬 : Locomotor Respir-

atory Coupling 解析ソフトの開発．生体医工学シンポ

ジウム2008，2008.9，大阪．

玉木 彰，長谷川 聡，陳 和夫，三嶋理晃 : 肺移植

患者の身体機能と QOL∼術後 3年以上経過した症例

の現状．第18回日本呼吸ケア・リハビリテーション学

会，2008.10，愛媛．

大島洋平，玉木 彰，解良武士，越久仁敬 :自由呼吸

下での運動―呼吸リズム比が運動―呼吸同調現象誘発

時の同調性に与える影響．第18回日本呼吸ケア・リハ

ビリテーション学会，2008.10，愛媛．

金沢星慶，大島洋平，玉木 彰 :喀痰喀出のための呼

気法の検討．第18回日本呼吸ケア・リハビリテーショ

ン学会，2008.10，愛媛．

長谷川 聡，新宮信之，高木 彩，西川 徹，玉木

彰，園部 誠，阪井宏彰，高橋憲一，中村孝志 :肺癌

切除術におけるリハビリテーション―肺切除量・年

齢・喫煙歴・肺機能からみたリハビリテーション介入

の必要性．第18回日本呼吸ケア・リハビリテーション

学会，2008.10，愛媛．

新宮信之，長谷川 聡，高木 彩，西川 徹，玉木

彰，園部 誠，阪井宏彰，高橋憲一，中村孝志 :肺癌

切除術症例における周術期呼吸機能および運動耐容能

と喫煙歴の関係．第18回日本呼吸ケア・リハビリテー
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ション学会，2008.10，愛媛．

高木 彩，長谷川 聡，新宮信之，南角 学，玉木

彰，渡辺 剛，中村孝志 :食道癌後肺合併症の危険因

子の検討．第18回日本呼吸ケア・リハビリテーション

学会，2008.10，愛媛．

塩谷隆信，佐竹将宏，玉木 彰，藤井清佳，渡邊

暢，清川憲孝，笠井千景，菅原慶勇，高橋仁美，本間

光信 :吸気筋トレーニングは呼吸リハビリテーション

に必要な種目か？ 第18回日本呼吸ケア・リハビリ

テーション学会，2008.10，愛媛．

池田耕二，玉木 彰，山本秀美，中田加奈子 :認知症

後期高齢患者の理学療法実践における「実践知」の構

造化の向けた事例研究―構造構成的質的研究法をメタ

研究法としたメモリーワークと M-GTA のトライアン

ギュレーションを通して―．第48回近畿理学療法学術

大会，2008.11，大阪．

中田加奈子，池田耕二，山本秀美，玉木 彰 :身体機

能低下を伴った認知症高齢患者に対する理学療法経

験．第18回日本呼吸ケア・リハビリテーション学会，

2008.10，愛媛．

立松典篤，紙谷 司，坪山直生，玉木 彰 :超音波画

像による横隔膜筋厚と吸気筋力の関係について．第19

回京都府理学療法士学会，2008.12，京都．

金沢星慶，大島洋平，大寺祥佑，立松典篤，玉木

彰 :肺気量位の違いが呼吸筋酸素消費量および呼吸困

難感に及ぼす影響．第19回京都府理学療法士学会，

2008.12，京都．

大島洋平，紙谷 司，柴田幸江，玉木 彰 :高所低酸

素状況下において口すぼめ呼吸は有効か？―2008年フ

ジ登山にて―．第19回京都府理学療法士学会，2008.

12，京都．

木内隆裕，南 千尋，松林 潤，大畑光司，三谷

章 :足関節の運動イメージが大脳皮質運動野の活動に

与える影響 脳磁図を用いた研究．第43回日本理学療

法学術大会，2008.5，福岡．

大畑光司 :脳損傷後片麻痺患者に対する装具による筋

活動のコントロール 底屈制動装具による使用基準の

確立に向けて．第43回日本理学療法学術大会，2008.

5，福岡．

Aoyama T, Toguchida J, et al : Intrinsic epigenetic

regulators determine the expression of lineage-specific gene

in mesenchymal stem cells. ISSCR 6th Annual Meeting,

2008.6, USA.

Ito K, Aoyama T, et al : Development of a new device using

the nonwoven fabrics for isolation of mesenchymal stem

cells from bone marrow. ISSCR 6th Annual Meeting,

2008.6, USA.

青山朋樹，光野芳樹，他 :内因性ヒストンテール修飾

因子によるコンドロモジュリン-I 遺伝子発現制御機

構の解析．第21回日本軟骨代謝学会，2008.3，京都．

青山朋樹，長谷川 聡，他 : 両側有痛性白股症に対す

る治療経験．第45回日本リハビリテーション医学会学

術集会，2008.6，横浜．

青山朋樹，大塚聖視，他 : 新規 Prostaglandin E2

(PGE2) 受容体特異的作動薬を用いた関節軟骨欠損治

療薬の開発．第29回日本炎症・再生医学会，2008.7，

東京．

青山朋樹，大塚聖視，他 :分化誘導プロファイルを用

いた肉腫細胞の起源へのアプローチ．第41回日本整形

外科学会 骨・軟部腫瘍学術集会，2008.7，浜松．

青山朋樹，大塚聖視，他 :プロスタグランジン E2 受

容体特異的作動薬を用いた関節軟骨欠損治療薬の開

発．第23回日本整形外科学会基礎学術集会，2008.10，

京都．

青山朋樹，光野芳樹，他 :内因性ヒストンテール修飾

因子によるコンドロモジュリン-I 遺伝子発現制御機

構の解析．BMB2007，2008.3，名古屋．

窪田愛恵，矢野義孝，森本 剛，高田香織，関

進，前田祐子，赤池昭紀，平出 敦 : 薬学 OSCE で

の患者応対課題における評価項目に関する検討．第18

回日本医療薬学会年会講演要旨集，2008 : 275．

森本 剛，蔵本伸生，井関太美，関 進，窪田愛

恵，前田祐子，高田香織，平出 敦 :臨床実習での経

験を生かすチュートリアル．医学教育39補冊，2008 :

96．

窪田愛恵，森本 剛，高田香織，蔵本伸生，関

進，前田祐子，矢野義孝，赤池昭紀，平出 敦 :薬学

OSCE における患者応対に関する評価の課題．医学

教育39補冊，2008 : 124．

前田祐子，森本 剛，関 進，高田香織，窪田愛

恵，平出 敦 : 医療人に対する英語教育の新たな試

み．医学教育39補冊，2008 : 53．

関 進，森本 剛，前田祐子，窪田愛恵，高田香

織，蔵本伸生，平出 敦 :医療面接における非言語的

コミュニケーションの分析．医学教育39補冊，2008 :

34．
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高田香織，森本 剛，蔵本伸生，窪田愛恵，前田祐

子，関 進，平出 敦 :授業評価の 3年間における

経年的変化．医学教育39補冊，2008 : 144．

窪田愛恵，矢野義孝，高倉喜信，佐治英郎，高田香

織，関 進，前田祐子，森本 剛，平出 敦，赤池

昭紀 : 模擬患者を用いた薬学系 OSCE における医療

面接の経験．第17回日本医療薬学会年会講演要旨集，

2007 : 285．

島 浩人，池添冬芽 :施設入所高齢者におけるバラン

ス能力および二重課題能力と転倒との関連について．

第43回日本理学療法学術大会，2008.5，福岡．

西岡弘晶，井口光孝，加藤諭美，園 真廉，浅岡裕

子，梅村聡美，壁谷めぐみ，中西敏博，日比 聡，武

内有城，池添冬芽 :高齢者の栄養アセスメントにおけ

る身体計測法の検討．第23回静脈経腸栄養学会，

2008.2，京都．

佐藤久友，建内宏重，高山竜二，大野博司，佐浦隆

一 :足部疼痛を有する人工膝関節置換術後症例に対す

る足底板の効果．第48回近畿理学療法学術大会，

2008.11，大阪．

太田善行，樋下哲也，佐藤久友，建内宏重，高山竜

二，熊田 仁，大野博司，佐浦隆一 :肘関節角度およ

び前腕肢位の違いによる安静時棘下筋活動．第 5回肩

の運動機能研究会，2008.11，大阪．

佐藤久友，建内宏重，笠野由布子，高山竜二，熊田

仁，楞田眞弘，大野博司，山口 淳 :足趾が立ち上が

り動作直後の立位姿勢制御に与える影響．第43回日本

理学療法学術大会，2008.5．

Yamada M, Kawachi T, Morioka S, Kawamata T : Effect

of cognitive intervention on motor learning : a randomized

controlled trial. ACPT, 2008.8，千葉．

山田 実，河内 崇，川又敏男 :知覚学習は手指巧緻

性を向上させる．神経系理学療法，2008.12，大阪．

山田 実 :特定高齢者における作業記憶と転倒との関

係．第48回近畿理学療法学術大会，2008.11，大阪．

山田 実，樋口貴広，森岡 周 :整形外科的疾患患者

におけるリハビリテーションに運動イメージトレーニ

ングは有用か？―肩関節周囲炎患者を対象とした検討

―．第13回認知神経科学会，2008.7，東京．

山田 実，森岡 周 :慢性腰痛患者では腰部の運動イ

メージ想起能力が低下している？ 第13回認知神経科

学会，2008.7，東京．

山田 実，樋口貴広，河内 崇 :整形外科的疾患では

運動イメージの想起が困難となるのか？ 第43回日本

理学療法学会，2008.5，福岡．

山田 実，河内 崇，小野 玲 :転倒リスク評価とし

ての Trail walking test の有用性．第43回日本理学療法

学会，2008.5，福岡．

山田 実，河内 崇 :注意機能トレーニングによって

転倒を予防することが可能となるのか？ 第43回日本

理学療法学会，2008.5，福岡．

山田 実，松本大輔 :運動イメージ想起能力はハムス

トリングス肉離れの発生と関係しているのか？―大学

ラグビー選手を対象とした前向き研究―．第22回日本

体力医学会近畿地方会，2008.5，大阪．

作業療法学講座 (OT)

著 書

山根 寛 :作業療法の詩―ふたたび．東京 :青海社，

2008．

山根 寛 :精神保健福祉白書2009．精神保健福祉白書

編集委員会編，東京 :中央法規，2008 : 157．

山根 寛 : 治療・援助における二つのコミュニケー

ション．東京 :三輪書店，2008．

山根 寛 : 精神障害のリハビリテーションと社会復

帰．松山三郎責任編集，専門医のための精神科臨床

リュミエール第 4巻，東京 :中山書店，2008 : 42-52．

原 著 論 文

Maezawa H, Yoshida K, Nagamine T, Matsubayashi J,

Enatsu R, Bessho K, Fukuyama H : Somatosensory evoked

magnetic fields following electric tongue stimulation using

pin electrodes. Neuroscience Research, 2008 ; 62(2) : pp.

131-139.

Enatsu R, Mikuni N, Usui K, Matsubayashi J, Taki J,

Begum T, Matsumoto R, Ikeda A, Nagamine T, Fukuyama

H, Hashimoto N : Usefulness of MEG magnetometer for

spike detection in patients with mesial temporal epileptic

focus. Neuroimage 2008 ; 41(4) : pp. 1206-1219.

Takasaki C, Okada R, Mitani A, Fukaya M, Yamasaki M,

Fujihara Y, Shirakawa T, Tanaka K, Watanabe M :

Glutamate transporters regulate lesion-induced plasticity in

the developing somatosensory cortex. J Neurosci, 2008 ;

28 : 4995-5006.

山根 寛 :心身統合の喪失と回復―コミュニケーショ

ンプロセスとしてみる作業療法の治療機序．作業療

法，2008 : 27 : 73-82．

能村友紀，二木淑子，能登谷晶子 :地域高齢者の転倒
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恐怖感による活動制限に影響を及ぼす要因．金沢大学

つるま保健学会誌，2008 : 31(2) : 15-24．

石田さおり，二木淑子，白井はる奈，高原世津子，能

登谷晶子 :認知症者の握力における 3タイプの測定方

法および嚥下障害の関連性の検討．健康科学 :京都大

学医学部保健学科紀要 4号，2008 : 31-37．

総説・その他

山根 寛，香山明美，大丸 幸，荻原喜茂，楜沢直

美，小林正義，坂井一也，鶴見隆彦 :精神科病院入院

患者の早期退院促進プログラム開発および地域生活移

行のシステム構築に向けた研究．平成19年度障害者保

健福祉推進事業研究報告，2008．

加藤寿宏 :発達障害における連携と工夫 子どもを支

える家族との連携．臨床作業療法，2008 : 5 : 214-

218．

加藤寿宏 :発達障害がある子どもと家族を支える家族

面接のコツ．OT ジャーナル，2008 : 42 : 1345-1348．

宮本真己，美濃由紀子，佐藤るみ子，山根 寛，他 :

他害行為を行った精神障害者の看護に関する研究．平

成19年度厚生労働科学研究「他害行為を行った精神障

害者の診断，治療および社会復帰支援に関する研究」

分担研究報告，2008．

腰原菊恵 :作業療法面接のコツ！インテーク面接のコ

ツ 精神障害．作業療法ジャーナル，2008 : 42(3) :
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冨永 渉，出口陽一郎，松林 潤，三谷 章 :鏡治療

と大脳皮質運動野興奮性の関係―脳磁図を用いた検

討．コ・メディカル形態機能学会第 7 回学術集会，

2008，愛知．

中村めぐみ，冨永 渉，松林 潤，三谷 章 :座位で

の運動プログラムが高齢者下肢運動機能に及ぼす効

果．第42回日本作業療法学会，2008.6，長崎．

南 千尋，松林 潤，木内隆裕，松橋眞生，三谷

章 :ワーキングメモリ課題における記憶負荷に伴う脳

磁場活動．第32回日本高次脳機能学会学術総会，

2008，松山．

木内隆裕，南 千尋，松林 潤，三谷 章 : 運動イ

メージによる 20 Hz 律動脳磁場の抑圧現象は下肢に

も応用できるか？ 第42回日本作業療法学会，2008.

6，長崎．

南 千尋，松林 潤，木内隆裕，松橋眞生，三谷

章 :視覚情報を一時的に保持しているときの脳磁場活

動．第42回日本作業療法学会，2008.6，長崎．

木内隆裕，南 千尋，松林 潤，大畑光司，三谷
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